
評価対象施設

指定管理者

評価対象年度

施設所管課

評価項目 細項目 評価 コメント

安全性の確保 Ａ
危機管理マニュアル等を備え、消防計画に基づき委託
業者を含む全職員参加の避難訓練等を実施し、緊急の
事態に備えた。

法令等の遵守 Ａ 消防設備保守点検などの法定点検業務を適切に行って
いる。

平等利用の確保 Ａ 許可手続は適切に行われている。

事業の実施 Ａ
当初計画１７０講座等に対し、１８７講座等を実施した。
県民のニーズに対応した講座を実施し、受講者の満足
度は、９５．１％と高いものであった。

利用状況 Ａ
利用者数は７８６，９８８人で、前年度より３１，３０９人上
回るともに過去最高となった。企業、団体等への訪問営
業のほか、県ホームページや市町村広報誌を活用し広
報活動に努めた。

適切な管理の
履行 Ａ

基本協定書及び年度協定書に基づき適切に管理を行っ
ている。また、警備や清掃などについても再委託業者を
適切に指導し、適正に履行した。

財産の適切な
管理 Ａ

建物や設備の修繕は、利用者の利用状況を勘案し、修
繕時期を設定して実施するなど、利用者を第一に考え適
切に行われた。また、不要な備品を適宜処分するなど、
適正に管理を行った。

サービス内容の向
上 Ａ

カフェ機能付きコンビニの出店やATMの設置を行った
り、地域と連携したイベントを開催するなどサービスの向
上に努めた。

利用者の満足度 Ａ
利用者アンケートでは、９２．７％の方が、講座受講者ア
ンケートでは９５．１％の方が満足と回答しており、両方
とも目標を上回る適正な状態である。

安定した経営
基盤

適正な財務状況の
確保 Ａ 利用料金収入は１２３，１９７千円で、前年度１４，８５５千

円、目標額を１３，４８４千円上回り、適正な状態である。

Ａ 適切に管理運営が行われた。

特に評価すべき点

次年度に向けて
改善が望まれる点

特記事項

　財団全体で広報・営業活動に取り組むとともに、コンビニの設置や
地域と連携したイベントを開催するなど、サービスの向上とセンター
の利用促進に努めた。

　引き続き適切な施設管理を行うとともに、管理目標の利用者数は７
７７，０００人であるが、さらなる利用者増が図られるよう努められた
い。

総合評価

利用者サービス
の向上

利用者の
安心・安全、
平等利用の
確保

施設の設置
目的の達成

指定管理者管理運営状況評価

県民活動総合センター
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